
藻 類 養 殖 技術研 究

桑村 勝士・中川 浩一•徳田 慎孝・江藤 拓也•佐藤 博之

翌前海におけるのり養殖は昭和30年代後期～40年代中
期に最盛期を迎え．年間生産乱1億6,000万枚にも達し
た。しかし．その後全国的な過剰生産による乾のり単価

低迷と設備投行の増大により漁家経営が不安定となり．
40年代後期以降急速に衰退しつつある。しかし．のり登
殖は 漁船漁業の 漁閑期である冬期の買重な収入源であり，

その活性化は海区漁業の振典上重要な課題である。当研
究所ではのり養殖活性化のため， 漁場環境調査，病害発
生状況調査に基づいたのり養殖情報の発行を行ってきた。
以下に平成8年度ののり養殖概況を報告する。

方 法

平成8年度のり漁期中の海況のうち，水温．比重につ
いては翡前市宇島港内の定点において測定を毎日行った。
無機三態窒素屈（DIN)については．毎月1同行われる
浅海定線調査で得られた脊料から全調査点の表層におけ
る平均値を使用した。のり生育および病害発 生状況につ
いては随時のり漁場において調査を行った。

結果および考察

1.今年度の海況
1)水 温

平成8年度の水温の変化を図1に示した。夏季の水温
は平年並かやや低めで推移した。9月から10月にかけて
はほぽ平年並みに推移したが．10月下旬から11月中旬に
かけては水温の下降が停滞し，平年より1 ~ 3℃高めで
推移した。その後，年内は高水温の傾向が続いた後，l
月にはほぽ平年並みとなった。本年度は，秋芽の育苗期
に極めて高水温であったことが特徴的であった。
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2)比 重

8年度の比重の変化を図2に示した。季節を通して平
年より1 - 2 高めの24-25で推移した。
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図2 比重の変化

3)栄養塩類
8年度の農前海における表屈の無機態窒素益(DTN)

の月変化を図3に示した。近年，海区全体の低栄養傾向

が続いているが， 4 月から10月までは従来の傾向と同様
に低栄養傾向 を示した。しかし，11月から12月にかけて
極めて高栄養傾向が続いた。その後， 1 ~ 3 月には平年
並みとなった。本年度は，秋芽および冷凍網初期の 生産
時に例年にない裔栄投であったことが特徴的であった。
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図3 栄養塩(DIN)の変化

2.養殖概況
1)採苗状況
平成8年度の採苗は10月 1日～ 5日にかけて行われた。

10月1日に採苗を行った地区では採苗直後から十分な芽
付きが得られたが．網によって芽数のばらつきやムラ付
きがみられた。10月 5日に採苗を行った地区では．採苗
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カキ養殖安定化対策研究

徳田 慎孝・濱田 豊市

翌前海では冬期の漁槃として． 昭和58年からカキ養殖

が始まり． その後順調に生産を延ばし， 平成 7年には生

産梵6 58トン， 34,275万円（暦年） の水楊げとなった。

しかし．昭和63 年や平成4年にみられた大址へい死や．

波浪による筏の破壊等のため． 生産は必ずしも安定して

いるとはいえず．海域に適した淡殖技術の確立が必要で

ある。 そこで． 本年度は成育状況調査． カキ浮遊幼生調

査． ならびに種苗産地別． 垂下時期別の梵殖試験及び付

抒生物防除試験を行い．これらの調在を基にしてカキ投

殖情報の発行及び養殖指祁を行った。

方 法

1. 浮遊期幼生調査

調査は．6月から9月にかけて 1週間征に． 図1に示

した柄杓田， 恒見． 位根． 蓑島． 宇島の5ケ所の定点で

行った。 幼生の採集は． X X 16の北原式表陪プランクト

ンネットを用いて． 3 m垂直びきによる方法で行った。
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図1 浮遊幼生渦査点

標本はホルマリンで固定後カキ幼生を選別し， 大きさ別

に個体数を楳計した。 なお， 大きさ は1 50µ m以下を小

型幼生， 1 5 1~ 2 10µ mを中型幼生， 211~270µmを大型

幼生， 271µ m以上を付杓期幼生とした。 これらの調査

結果は， 海区内の漁業者にカキ妥殖情報として通知した。

2. 成育状況調査

調企は． 柄杓田（北部漁場）． 恒見， 怜根（土砂処分

場周辺漁場）． 蓑島（中部漁場）． 八屋（南部漁場）の筏

式カキ投殖漁場で 7月から12月にかけて． 原則として毎

月 1回行った。 調査方法は． 筏中央部付近に吊るしてあ

る垂下連から上． 中． 下部のコレクタ ー をそれぞれ一つ

づつ採取し． 合わせたものをサンプルとした。 調査項目

は． 液殖カキの殻高， 軟体部重批． へい死率． 付消個数．

収獲批(1コレクタ ー あたり生貝匝差）である。 なお．

生貝数と死貝数を合わせたものに占める死貝数の割合を

へい死率として求めた。 これらの調査結果についても．

カキ養殖情報の中に記載した。

3, 養殖技術開発試験

(1) コレクターの付着密度別養殖試験

宇島地区に設骰した試験筏で． コレクタ ー の付舒密度

別に試験区を設定して養殖試験を行った。 種苗は4月に

垂下し， 当年12月に成長， へい死率， 収獲龍(1コレク

タ ー あたり生貝重此）を調査した。

試験区は． lコレクタ ー あたりの付着数を10~20個，

3 5~45個， 60個以上の 3 区設定した。

サンプルの採集は， 垂下連から上， 中， 下部のコレク

タ ー をそれぞれ一つづつ採取することで行い， 測定はこ

れらのコレクタ ーを合計して行った。

(2) 垂下連の長さ別養殖試験

宇島地区に設植した焚殖筏で， 垂下連の長さ別の養殖

試験を行った。 試験区は海面からの垂下連長を4 m, 6 

m, 8m, 10mの4区設定した。

蓑殖方法， 調査項目ならびに調査時期はコレクタ ー の

付着密度別養殖試験と同様とした。
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我が国周辺海域漁業資源調査
(1) 標本船調査および関連調査

中川 浩ー ・池浦 繁

本調査は， 数前海の基幹漁業である小型底びき網漁業，

小型定惜網漁業（桝網）および刺網漁業の漁獲，操業実

態調査から， 主要魚種の漁獲実態を解析し， 漁業査源調

査に必要な基礎査科を得ることを目的とした。

方 法

1. 標本船操業日誌調査

ヒラメ， トラフグ， タチウオについて， 調査対象漁業

（小型底びき網， 小型定骰網）経営体に操業日誌の記帳

（漁獲位置使用漁具， 漁獲努力誠， 魚種別漁獲砿等）

を依頼した。

2. 関連調査

戯前海における主要魚種について， 調査対象地域（行

橋市蓑島 ， 嬰前市宇烏）の漁業協同組合の水揚げ台帳 ，

各経営体に依穎した操業日誌等から， 月別魚種別漁法別

の水揚げ批を調査した。

結 果

1. 標本船操業日誌調査

平成8年度の標本船操業日誌委託実組を表1に示した。

また， 調査結果を表2に示した。

2. 関連調査

平成8年度の関連調査実績を表3に示した。 また， 調

査結果を表4-1~3に示した。 なお， 標本船操業日誌

調査表および関連調査表は， 南西海区水産研究所に適宜

送付した。

表1 平成8年度 標本船操業日誌委託実績

操 業 日 誌 委 託 月

調査地 対象魚種 漁業種類 平成8年 平成9年
合計

5 6 7 8 ， 10 11 12 2 3 

蓑 島 ヒ ラ メ 小型底ぴき網 12 

小型底びき網 12 
タチウォ

小型定骰網 12 
島

小型底びき網 12 
トラフグ

小 型定骰網 12 

表2 標本船操業日誌調査結果

月 別 漁 獲 址(kg)

調査地 対象魚種 漁業種類 平成8年 平成9年

4 5 6 7 8 ， 10 11 12 2 3 

蓑 島 ヒ ラ メ 小型底びき網 ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜

小型底びき網 ゜ ゜ 18 108 ゜ 0 1,637 185 30 ゜ ゜ ゜
タチウォ

小 型定骰網 ゜ ゜ 12 ゜ ゜ ゜ 62 161 ゜ ゜ ゜ ゜

小型底ぴき網 21 34 15 ゜ ゜ 0 6,265 332 462 ゜ ゜ ゜
トラフグ

小 型定骰網 172 414 2 ゜ ゜ 27 42 86 ゜ ゜ ゜ 58 
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我が国周辺海域漁業資源調査
(2) 卵稚仔分布調査

江藤 拓也・神菌 真人・佐藤 博之

本調壺は． カタクチイワシを対象として，その卵およ

び稚仔の分布状況を把握し，査源評価の基礎；資料とする。

方 法

調査点を図1に示す。毎月上旬に丸特ネットB型を用

い．底陪直上1.5mから鉛直曳きにより標本を採取した。

採取した標本は．ホルマリンで固定し．実験室に持ち

帰り，沈殿屈とカタクチイワシの卵と稚仔の計数を行っ

た。

1 3 1. 10' 

34°

40'
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10 20km
大分県

図1 調 査 点

結 果

図2にカタクチイワシ卵．稚仔の年度別の採集状況を

示す。

平成8年度の総採机卵数は554粒であり．過去5ケ年

（平成3 ~ 7 年度）の平均1378 粒に比べて40％である。

椎仔については，245尾採楳され．過去5ケ年（平成

3 ~ 7 年度）の平均299尾に比べて82％である。

図3にカタクチイワシ卵の年度別．月別の採集状況を

採集数の多かった5~9月について示す。

カタクチイワシ卵は． 6~7月の2ヶ月間に総採集数

の98 ％を占める545粒が採集され，例年と同様の傾向を

示した。

図4にカタクチイワシ稚仔の年度別．月別の採集状況

を採集数の多かった5 ~ 9月について示す。

カタクチイワシ稚仔は， 6 ~ 7月の2ヶ月間に総採集

数の99％を占める244尾が採染され．例年と同様の傾向

を示した。
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水 産 資 源 調 査
行橋周辺地先における重要二枚貝類調査

池浦 繁・桑村 勝士・中川 浩一

翌．前海は干潟が多く， 以前より二枚貝の産地であった

が， 近年は行源が減少している。 そのため， 漁業者も地

先ン代源を有効利用するために， 採貝漁業の解禁日や自主

規制を取り決め． 資源管理に取り組んでいる。 そこで本

年度は採貝漁業の盛んな行橋市周辺の地先において， 水

産上重要な二枚貝類の分布調査を行った。

方 法

調査海域の概要を図1' 調査点を図2に示した。

調査方法については， 平成 8 年9月30日は， 通常採貝

漁業に使用されているじよれんによる50m 引きによって

二枚貝類を採集した。 同年10月25日， 平成9年1月11日

はポンプ網の5 分間引きによって採躾した。 漁具効率に

ついては， じよれんは0.95"． ポンプ網は0. 43 2)として

取り扱った。 採焦した二枚貝類は． 種類別に分け殻長等

を測定した。 なお， 殻長の測定はじよれんまたはポンプ

山口県
34゜OO'l

33゜35'
131`°-6 国20'

図1 調査海域の概要

網1回引きあたり1種類で最大50個までとした。

8年9月30日

2

8年10月25日

ー

3
4

.

2
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2

9年1月11日

3

4
 5

6

．

．

 

図2 行橋地先における調査点

結果及び考察

二枚貝類の分布状況について図3に， 採集した二枚貝

類の殻長組成を図4-1~4に示した。9月30日のStn.5

は 3回， Stn.10, 12, 13, 15は 2回じよれんをひいて 採

媒した。

アサリについては， 9月30日の調査では概して少なく，

最も密度の高かった Stn. 5 で53.3個／50面であり， 他の

調査点では 0 ~ 16.8個／50m2であった。 なお ， ほとんど

の調査点のアサリは平均殻長が38~43mmであったが，

Stn. 5 と17のみ平均殻長が33mmとやや小型であった。

10月25日の調査点ではアサリは採集されなかった。 1 月

11日では， アサリは採集されたものの， 1.1~5.4個／m2

と極めて少最であった。
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資源管理型漁業推進総合対策事業
(1) 管理計画策定調査（カレイ類）

濱田 豊市・池浦 繁

本事業は，瀬戸内海西海域広域回遊査源管理型漁業推
進事業として，第1期のトラフグに引き続き，平成5年
度において塁前海で漁獲された魚類の中で最も漁獲批の
多かったカレイ類（イシガレイ，マコガレイ）を対象魚

種とし，その漁獲が多い小型底びき網漁業，固定式さし
網漁業及び小型定樅網漁業（雑魚桝網漁業）を対象漁業
として行っている。また，調査海域は山口県，大分県の

協力を得て周防灘とした。昨年度は，天然脊源調査の最
終年に当たるため「管理指針」を作成し，漁業者に提示
した。今年度は，管理指針の 1項目として挙げた「小型
魚の保護（全長20cm未満魚の再放流）」を実行に移すに
あたって，現漁獲組成中小型魚の占める割合を調査した。
併せて，時期別大きさ別単価についても調査した。

1.漁業種類別時期別水場げ物組成調査
小型魚を保護するということは，漁業者からみれば今

まで水揚げできていたものが水揚げできなくなるという
ことでその影押は大きい。そこで，市場調査により水揚
げ物の現状を調査し，小型魚の占める割合を把握した。

方 法

調査は，翡前海区における漁協市場 4箇所（柄杓田，
苅田町，蓑島及び椎田町）を対象にカレイ類の水揚げ物
を漁業種類別に全長の測定を行った。ただし，1 ~ 3月
は殺島が休場になるため，行橋市魚市場で調査を行った。

調査頻度は．原則として毎月 2回とした。

結果及び考察

調査結果は．測定尾数が少ない月があるので 2ヶ月毎
にまとめ，全漁業種類及び管理対象漁業種類毎 に時期別
に全長組成を整理し．図1-1~4に示した。

これらの結果を，「管理指針：全長20cm以下の個体の

再放流 」を前提にみてみると．全漁業種類を対象にした
場合，カレイ類（イシガレイ，マコガレイ）を年間を通
じてみると．測定個体2,368尾のうち全長20cm以下の占

める割合が，49.8%(1,1 79尾） とほぽ半分を占めてい
た。特に割合が高いのは．8. 9月(71.6%）であった。

次に管理対象漁業種毎にみていくと，小型底びき網漁
業にあっては．全測定個体72 6尾中351尾(48 . 3%）であっ

た。特に小型個体の占める割合が高いのは，全体と同じ

く8, 9月(68.8%）であった。小型定置網 （桝網 ）漁
業については．675尾中31 2尾(4 6.2%）であったが．8,
9月においては水揚げ尾数も少ないが，その全ての個体
が15cm以下の小型個体であった。一方．固定式さし網
の場合は，5 5 4尾中336尾 (60.6%）で他の漁業より小型
魚の占める割合が高いが．その内訳は他の漁業と異なり，

夏場(8. 9月）の漁獲は少なく．2. 3月に全長20cm

以下の小型魚を多く漁獲する(91.2%）傾向がみられた。
固定式さし網の場合は，他の漁業と異なり漁獲目的物を
明確にしたうえで操業するためであろう考えられた。言
い換えれば．カレイ類を目的として操業するのは．10月
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図1-1 カレイ類の時期別全長組成
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資源管理型漁業推進総合対策事業
(2) 沿岸特定資源調査（豊前海南部地区：ナマコ）

桑村 勝士・ 池浦 繁

盟前海に分布するナマコはマナマコ（以下， 単にナマ

コとする）であり． 冬季のなまここぎ網漁業の経営を支

える重要な漁獲対象種である。本種は定着性資源である

ことから局所的な高い漁獲努力によって漁場が荒廃しや

すい。また， なまここぎ網漁業は漁場が岸近くで操業の

労力が少ないこと， 設備投脊が他の漁業種類に比べ安価

なこと． ナマコの単価が高く労力に対する収益性が高い

ことなど． 高齢者が従事するための好条件を備えている

ことから謀齢化時代における基幹漁業として注目されて

いる。したがって， 従事者数は将来著しく増加すること

が予想され， 漁獲圧も高まりとともに惰源に璽大な影響

を与える可能性は極めて高いと推察される。そこで， ナ

マコ脊源の詳細を調査し， 査源管理計画をたてることを

H的に平成7 ~ 8年の2ケ年で事業を実施した。

平成8年度調査の概要

前報（桑村他， 19 96)に示した全体計画にしたがい．

資源生態調査および漁業実態調査を継続して行った。調

査海域を図1に示した。調査海域は図1に示すように漁

場の特徴などから北部． 中北部， 中部， 中南部および南

部の 5つに大別した。汽源生態調査では． 潜水採集によ

る分布調査および成長， 成熟の調査を実施した。漁業実

態調査では， 統計賽科調査， 標本船日誌による操業実態

調査， アンケ ー トによるなまここぎ網漁業従事実態調査

および市場における漁獲物調査を実施した。これらの調

査の結果と平成7年度結果を併せて比較検討し， 脊源管

理方策の提案を行った。

方 法

1. 資源生態調査

1)分布調査

ナマコの分布および生息批を明らかにするために潜水

による分布調査を行った。調究地点を図2に示した。図

2に示した地点において海岸線と垂直方向に50~ 150m 

の採集線を設けた。採集線は調在地点の水深， 地形およ

び底質等の環境変化を偏りなく網羅するように設定した。

潜水後， まず採梨線上の環境変化を目視観察により記録
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調査海域

した後採集線の両側約1.5mの範囲で発見されたナマ

コをすべて採集した。採集したナマコは採梨された水深

等の生息環境条件ごとに， 銘柄（アカ， アオ， クロ）別

に計数し体重を測定した。

2)成長成熟調査

各調査で得られたナマコの体韮， 殻重および生殖腺重

祉の測定を行った。成熟度は

成熟度＝

生殖腺重掻(g)/1殻重(g)＋生殖腺重益(g)! XlOO 

で表した。

2. 漁業実態調査

1)統計資料調査

ナマコの漁獲および賽源の動向を把梱するために． 平
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資源管理型漁業推進総合対策事業
(3) 沿岸特定資源調査（豊前海地区：クロダイ）

池浦 繁・桑村勝士・中川浩一

也前海におけるクロダイの漁獲祉は平成7 年で63トン

であり，ピーク時の昭和57年と比べると，23％程度の低

い水準となっている。 これは農前海魚類漁獲全体の3.4

％であるが，多魚種少批型の査源構造といわれる塁前海

においては．重要魚種の一 つである。

本事業では．平成8 年から10年までの 3 年間，クロダ

イ賽源の合理的利用を確立するための方策に関して調査

を行うものである。

1.漁獲統計調査

方 法

農林水産統計査料のデ ー タを用い，クロダイの年別漁

獲筵月別漁業種類別漁獲批などからクロダイの；介源動

向等を調査した。

結果および考察

翡前海におけるクロダイの漁業種類別漁獲批の推移を

図1に示した。漁獲磁は昭和40年代は13~62トンで推移

したが，昭和50年代には急増し．最高で271トンの漁獲

鈷に達した。その後は減少し，近年は50~90トン台で推

移している。

漁業種別漁獲批は ， ピークの昭和57年では小型底びき

網による漁獲が123トンで全漁獲乱の45.4％を占めたが ，

平成7 年では17トン，27.0％で他の対象漁業種である小

型定骰網，刺網よりも漁獲祉，漁獲割合とも減少が大きい。

月別の漁業種別漁獲盤を図2に示した。3月 まではク

ロダイの漁獲は少ないが，4月以降は各漁業種類 で漁獲

され， 小型定囮網では 4~6月と，10~11月に漁獲のピー
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図2 豊前海における月別漁業種類別クロダイ漁獲批の推移

クがある。小型底びき網では全面解禁となる 6月から本

格的な漁獲が始まり．7月に ピークを迎えた後漁獲批は

減少する。事業の対象である小型底びき網．小型定骰網．

刺網で全体の漁獲醤の84％が漁獲されていた。

2.標本漁船調査

方 法

対象漁協から小型底びき網10隻， 1そうごち網 4隻，

小型定閻網 1統を選定し．操業日誌の記帳を依頼し，こ

れからCPUE,操業等について調査した。小型底びき

網のCPUEは漁獲尾数／曳網回数．1そうごち網は漁獲

尾数／投網回数． 小型定薗網のCPUEは 1統当たりの漁

獲尾数／張網日数で求めた。

結果および考察

小型底びき網及び1そうごち網の漁区別CPUEの推

移を図3及び図4,小型定骰網のCPUEの推移を図5

に示した。1年間の漁獲尾数は小型底びき網384尾， 1そ

うごち網1141尾．小型定置網425尾であった。

小型底びき網は，4月は操業区域が南部のみであり．

漁獲尾数も1 尾のみである。5月に入ると操業区域が 中

部まで及び．本格的に漁獲され始める。6月に入ると 2

種の操業が本格的になり，年間で最も多い189尾が漁獲

され．CPUEも最大で1.58という高い値を示した。5.

6月は産卵期の親魚を中心とした漁獲と推測される。7

月になると漁獲尾数は減少し始め． 以降は散発的な漁獲
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